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結果：A 老人ホーム．前年度の協力者 17 名全員から研究協力の同意が得られ、約 2 ヶ







23 名の内訳は男性 5 名、女性 18 名、年齢 60-76 歳、平均 66.9 歳であった．  
1%未満の危険率で有意の相関が見られたのは①「生活満足度」と「家族関係」、「気
分」、②「経済状態」と「健康」③「健康」と「気分」、「経済状態」であった．  
考察：A 園の協力者と B 住宅居住者の生活満足度との関連要因を比較すると、 A 園では
生活満足度と最も相関が高かったのは経済状態、 B 住宅では家族関係となった．理
由は種々考えられるが、A 園の協力者は 80 代で有料老人ﾎｰﾑ在住、 B 住宅の協力者
は 60 代で高齢用の住宅在住であることが影響しているように思われた．  
学会発表：2018 年 9 月開催の第 52 回日本作業療法学会で発表予定．  
 
 
 
 
